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的意味を探り出すこ
と

がでをよ

一
九三五年一
月
、毛沢
東

が長征
ぅ 。

途上の中国共産
時四肇班（じゅん
農村か、り都市を包囲

ぎ）
会議で
党内
指潟
権を
確立
して

Ills

か
ら
だけで
も四オ年
余
、二
七年九

毛沢東は
、中国

の伝統社会
が急

）
互に
故郷

の省
都・
長
沙で武装蜂起
速

な崩寝
過程にあっ
た
消朝
末期

利一
（
秋収暴
動）

し後民革命へ
の混在

hJ一
進んで内包

だとまさに
半世紀
、一」

（一
の問
、毛沢東はそ

の天
窓

の政
治的

個
性
と運命力

とによっ
て
、こ

の激

動
の時代
の中国を段高指導者
と
し

て生さぬき
、ついに天寿を完う
し（一

八九三
年） 、
すでに各地で
俊

民暴動
が続発

してい
た湖南省

の段

村（
湘
濠県
詔山沖）
に生まれたe

列強
によ
る中国
分割
、義和
団事

変
、辛
亥革命とそ

の挫折
という激

しい時代環境
のなかで
、毛沢東は

や
がて青年特有
の社会変革へ
の情

熱に身を焦
がす。
長
沙

の
師範学
校
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た。
いま八
億

の中国民衆は
、毛沢

東
の死
とい
う
、すでに
永ら

く予想

されてはいた現実
の
到来

がもたら

した
空瞭

のなかで
、改め

て毛沢東

の生
の意味を想わずにはいられ
な

いで
あろう。

こ
のこ
とは
、良
しにつ
け慈
しさ

につ
け
、毛沢東中国

の隣人
として

「
毛沢東思想」

のもたらす
波及効

rJ一
果に
しば
しば影
響されぎる
役得

な

主沖一
かっ
たわ

が国民に
とっ

ても
、あ
る

，＼一
程度は
当

てはま
るであろう。

一
では
、「
毛沢東思想い
とは

なん

一
で
あっ
た

のか。
こ
の間いにたい
し

一
断定的に
答え
るため
に
は時期尚早

一
であ
るつ

が、少
な
くともわれわれ

一
は
、毛沢東

の生涯を
回顧する

なか
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中華思想への回帰
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家父長体制残して逝く

中

向島

を卒業レ 、
五・
回
運動（一
九一
九

年）
を回怒
した

のち
、彼はやや
遅

れ
て二
十七歳でマ
ル
クス
主義

の洗

礼そ受け
るが、翌一
九二一
年には

はや
くも中国共

致党創立大会に
参

加す
るとい
う急速

な政治的
成
長在

遂げた。
北
伐下の
第一
次国共
合
作

の時期には国民党中央で
の工
作に

従事レてむレろ国民党内で
人
気を

得
るが、二
七年

の上海クー
デ

ター

「
支
位

」

橋本
陣英・
画

後
の
危機的状況

のなかで
、秋収怨

動を指導
して敗北。

こ
の敗北
の教

訓を通じ
て農
民
趨爾

の体験に目覚

め
、鍵山村で

の根拠
地車命

の方式

を創始す
る。
井筒山そ
して時
金に

ソビエ
トをっ

くり
、州国
村守b都市

を包囲する
戦略を打ち固め
ていっ

た。以来
、世紀

の冒険・
大長径

とそ

の後
の
延安解放区

の時代を経て
、

嶺

雄

第二
次大戦後

の国共内戦そレ
て中

華人民共和国
の成立によ
る中国革

命の
勝利にい
た
るまで
、毛沢東

の

政治生活
の場は一
貫
して鹿山村に

あ
り
、同時に

こ
の過程はコ

ミン
テ

ルン
ない
しはス

ターリン路線へ
の

反逆
と抵抗

の過程でも
あっ
た。
毛

沢東
の対ソ不信は
、こう
してすで

に中国革命
の過程
のなかに
深

く根

づい
ていた乞い
えよう。

『百家争鳴』から転換

そ
のよう
な毛沢東で
あっ
た

が、

建国
直後には
大き

な自信
と期待を

もっ
て
訪ソ
し、初め

てス
ター

リン

と
会見
した。
レかレ
、中ソ友
好同

盟条約
の締結にもかかわらず
、毛

沢東に
とっ
て乙

の会
談は
屈辱的

な

も
ので
あり
、や

がて
朝鮮戦争
とス

タlリシ
の死をまっ
て
、はじめ

て

中ソ関係は
束

の間
の改善表得た
の

で
あ
る。

こ
の一
九五四｜五六年

の

「
過渡期

の総路線」
の時期は
、中

国
の内政・
外交

がもっ
とも安定レ

た時
期で
あっ
た

が、毛沢東はみ
ず

なbそ
のよう
な
安定在

くつ
がえ

し、急激
な農業集団化
へと突進

し

てゆ
く。
五八年

の人民公社
、「
大

限進」
政策に見られ
るように
、生

産力
の上昇
よりも
ヂ語
関
係

の変

革に社会発展
の原動力を見出そう

とす
る方向性は
、さらに
強化され

る。

だが「大
躍進」
政
策

が大き

く
挫折
し、党
内で

の批
判

が高ま

るなかで
、毛沢東は中国
独自

の社

会
主義路線

としてみずから提起
し

た「
人民内部

の矛盾」
の定式を
、

政治的対立者を 、「
階級

の敵」

とし

て
葬む
るため

の「
階級闘争」

の定

式にすリかえ
てレまっ
た。

こ
の点

菜ζ』ミ 需警警己 表 k 支 �＊雰 こ 実富豪 恒 て室 長雲荷主 昼間言童話�� 露 き理事E
日夜l �;i� iliiモ�！� Ii� i 繍建設議；1111遠 山町六相、長老議雷譲ぞ れ� g 65�� �！��� ll 議綾 瀬fi1 1111 ぷ 時 住 安

め、 旬以？�＝＝��τ抗署員足芸 ； .γ！ I �iu ! li 現 ；言
文 ての 喝 、 電 と0 イく仲間 主 議11 !II築；� �ii しとのの 奇 だ

闘

能 4 i � 詐 鰐時体 ？ ； 離鵡繰議事館 るが高器室長き 号 室崎当時堅持��科離I縫llfJI：；；司詐取 西l 義母間堅持二 時 五· � � 憲 司 選 j 麟ltilillJ�tilr� ; � 君 主暗 号 z

昨諮問主諮問鰹怒川ふ11JIUi H · ： � I 学 れ 容出無む感 寸て晶 、』，」 ー論←ゎ的想 給反 く 回週文トる i 一一一主 主II言語 i�g き 端部11 11出ザ室長幕予言 i � 童九時五 五霊 � e 一 夫程望自の 実 ←的タ す こ ← ） 向 J へな で こ （ 妄 のて石沢野Q�，： � I 禁 0 � � � 害時； ； 者 � ��§ i 議 吋 言宗そ 員 忠 実 務計長 の る暗号��主主 毒 つ I I 化 ゃ 受伝説 � ＇ �＼ －吋 ペ言宗 雪；��は良時計 紹UU�i� ；11i in���� 1 U� 盟主UUdU打展
君主＼I出I iHH��！UU§ I �il�i i 司UUli�；i問問題告 側 塁 �l�Ull � ��i I 刊誌1 � ；�nhp=:snn; 11 �：u 1 1 : 11111 l ! � �an虫色草案事与�I �缶詰；。建設 � ：1�

あいまい
な
がら反映

してい
ると

こ
とにも
なる。
これは 、
なんと
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